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都心から成田へ「成田エクスプレス」が便利



主
要
旅
行

社

月
別
営
業
実
績
５月

名鉄観光サービスなど好調

国内旅行は．％減

ＨＩＳ

旅
行
取
扱
高
は

％
増

天
神
祭
の
花
火
を

供
奉
船
か
ら
鑑
賞

Ｊ
Ｔ
Ｂ

「空飛ぶクルマ」社会実装　目指す
ＪＲ九州　　Sk yDriveと連携

観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト「
旅
ミ
ル
ン
」

今
月
下
旬
、岡
山
で
開
催
ＪＲ西日本

誘
客
促
進
、地
域
活
性
化
を
推
進

Ｃ
Ｏ
　２

実
質
ゼ
ロ
商
品

韓
国
ツ
ア
ー
で
も
展
開

日
本
旅
行

　
成
田
空
港
と
都
心
を
結
ぶ
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
特
急
「
成
田
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
。
最
近
で
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
観
光

客
）
の
増
加
で
乗
車
率
は
上
昇

し
て
お
り
、
日
中
時
間
帯
も
含

め
て
ほ
ぼ

分
間
隔
で
東
京
駅

を
発
車
し
て
い
る
。
東
京
駅
以

外
に
も
品
川
、
渋
谷
、
新
宿
、

武
蔵
小
杉
、
横
浜
、
戸
塚
、
大

船
か
ら
も
乗
車
で
き
る
ほ
か
、

１
時
間
に
１
本
は
千
葉
駅
に
も

停
車
す
る
（
通
勤
時
間
帯
は
四

街
道
、佐
倉
、成
田
に
も
停
車
）。

　
そ
ん
な
中
、私
自
身
、以
前
よ

り
も
成
田
空
港
へ
向
か
う
際
に

成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
そ
の

理
由
の
一
つ
は「
え
き
ね
っ
と
」

の
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
割
引
を
使
っ

て
発
車
直
前
で
購
入
し
て
も
普

通
車
指
定
席
料
金
か
ら

％
割

引
と
な
り
、東
京
駅
、新
宿
駅
な

ど
か
ら
片
道
１
１
２
０
円
の
特

急
料
金
で
乗
車
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
購
入
後
の
特
急
券
の
発

券
も
不
要
で
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
で

乗
車
で
き
、
乗
車
券
は
「
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
」や「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」
な

ど
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
で
利

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
特
に
「
え
き
ね
っ
と
」
の
ア

プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
事

前
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
く

と
ス
ム
ー
ズ
に
予
約
が
可
能

だ
。「
え
き
ね
っ
と
」
の
会
員
登

録
は
無
料
で
、
お
持
ち
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を
登
録

す
る
こ
と
で
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
特

急
券
が
使
え
る
。
東
京
駅
か
ら

成
田
空
港
ま
で
の
乗
車
券
は
片

道
１
３
４
０
円
（
き
っ
ぷ
の
場

合
）
で
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
特
急
券

と
合
わ
せ
て
も
片
道
２
４
６
０

円
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、


年
前
よ
り
も
安
く
乗
れ
て
い

る
の
だ
。
以
前
は
３
千
円
弱
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
（
現
在

は
通
常
の
指
定
席
特
急
券
で
購

入
し
た
場
合
は
３
０
７
０
円
）。

　
さ
ら
に
お
得
に
利
用
す
る
方

法
が
あ
る
。
そ
れ
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
」
を
使
っ
て
の

利
用
だ
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
の

特
典
の
中
に
「
在
来
線
チ
ケ
ッ

ト
レ
ス
特
急
券（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
　

Ｐ
Ｏ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
）」が
距
離
ご
と
に
応
じ

て
交
換
ポ
イ
ン
ト
数
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
東
京

成
田
空
港

で
あ
れ
ば

～
１
０
０
㌔
に
該

当
し
、
わ
ず
か
７
２
０
ポ
イ
ン

ト
で
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
指

定
席
に
乗
車
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
を
Ｓ
ｕ

ｉ
ｃ
ａ
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
場
合

に
は
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
の
換

算
に
な
る
が
、
成
田
エ
ク
ス
プ

レ
ス
で
利
用
す
る
と
チ
ケ
ッ
ト

レ
ス
割
引
で
計
算
し
て
も
７
２

０
ポ
イ
ン
ト
＝
１
１
２
０
円
と

な
り
、
１
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
の

価
値
が
１
・

円
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
「
ビ
ュ
ー
カ
ー
ド
」
や

今
年
５
月
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

と
な
っ
た
「
Ｊ
Ｒ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
」
を
上
手
に
活
用
し
、
新
幹

線
ｅ
チ
ケ
ッ
ト
、
エ
キ
ナ
カ
で

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
成

田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
乗
車
時
に
利

用
す
る
と
い
う
の
を
私
自
身
実

践
し
て
い
る
。
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス

と
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
上
手

に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
３
日
に

発
表
し
た
主
要
旅
行
業

社

の
５
月
の
販
売
概
況
は
、
総

取
扱
額
が
前
年
度
比
５
・
３

％
増
の
２
２
７
１
億
７
０
０

４
万
円
と
な
っ
た
。
分
野
別

の
取
り
扱
い
状
況
を
見
る

と
、
国
内
旅
行
は
３
・
８
％

減
の
１
５
３
４

億
５
３
０
３
万

円
だ
っ
た
。

　
総
取
扱
額
に

つ
い
て
各
社
の

状
況
を
見
る

と
、
前
年
度
を

上
回
っ
た
の
は

６
社
。

・
１

％
増
の
阪
急
交

通
社
、

・
２

％
増
の
西
鉄
旅

行
、

・
３
％

増
の
Ｋ
Ｎ
Ｔ


Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
が
２

桁
の
伸
び
。

　
国
内
旅
行
の

取
扱
額
は
６
社

が
前
年
度
を
上

回
っ
た
。
伸
び

が
大
き
い
の

は
、

・
３
％

増
の
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、

そ
れ
ぞ
れ
５
・
０
％
増
と
な

っ
た
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
、
農
協
観
光
な
ど
。

　
海
外
旅
行
の
取
扱
額
は


・
８
％
増
の
５
４
２
億
１
９

２
３
万
円
だ
っ
た
。
１
５
３

・
２
％
増
の
西
鉄
旅
行
、
１

４
８
・
２
％
増
の
阪
急
交
通

社
、

・
８
％
増
の
Ｋ
Ｎ
Ｔ


Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

な
ど
、
９
社
が
前
年
度
を
超

え
た
。

　
外
国
人
旅
行
の
取
扱
額
は

１
・
１
％
減
の
１
７
２
億
６

７
３
２
万
円
だ
っ
た
。
１
１

２
・
８
％
増
の

阪
急
交
通
社
、


・
３
％
増
の

農
協
観
光
、


・
９
％
増
の
西

鉄
旅
行
な
ど
７

社
が
前
年
度
を

超
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
は
、


・
０
％
減
の


億
３
０
４
６

万
円
と
な
っ

た
。

　
４
月
か
ら
の

累
計
は
、
総
取

扱
額
が
前
年
度

比
８
・
８
％
増

の
４
２
４
８
億

２
８
４
６
万

円
。
分
野
別
の

取
り
扱
い
状
況

は
、
国
内
旅
行

が
０
・
５
％
減

の
２
８
１
６
億
８
９
１
３
万

円
、
海
外
旅
行
が

・
６
％

増
の
９
９
１
億
７
２
３
８
万

円
、
外
国
人
旅
行
が
４
・
３

％
増
の
３
８
９
億
９
５
５
９

万
円
、
そ
の
他
が

・
４
％

減
の

億
７
１
３
６
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

（３） 第３２２９号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）７月１５日（月曜日）

　
日
本
旅
行
は
移
動
に
よ
る

Ｃ
Ｏ

の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
韓
国
へ
の
ツ
ア
ー
を

韓
国
観
光
公
社
（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）

福
岡
支
社
と
共
同
で
企
画
、

こ
の
ほ
ど
発
売
し
た
。

　
商
品
名
は
「
ベ
ス
ト
ツ
ア

ー
～
環
境
に
や
さ
し
い
旅
を

し
よ
う
！
～
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

・
ソ
ウ
ル
・
釜
山
」。Ｋ
Ｔ
Ｏ

の
支
援
に
よ
り
、
日
本
の
Ｊ

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
、
韓
国

の
山
林
炭
素
相
殺
制
度
で
認

証
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ボ

ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
。
日

韓
の
森
林
保
全
に
寄
与
し
、

飛
行
機
や
船
な
ど
、
日
韓
間

の
移
動
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ


を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
。

　
同
様
の
商
品
は
国
内
旅
行

ブ
ラ
ン
ド
「
赤
い
風
船
」
で

展
開
し
て
い
た
が
、
海
外
商

品
で
は
初
め
て
。
今
後
は
教

育
旅
行
、
企
業
向
け
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
旅
行
で
カ
ー
ボ
ン

ゼ
ロ
の
商
品
提
案
を
行
う
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

、

日

の
２
日
間
、
山
陽
新
幹
線
沿

線
を
含
む
各
エ
リ
ア
の
自
治

体
、
観
光
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
「
旅
ミ
ル
ン
」
を
イ
オ
ン

モ
ー
ル
岡
山
１
階
の
「
未
来

ス
ク
エ
ア
」
で
開
催
す
る
。

山
陽
新
幹
線
が
来
年
３
月
で

全
線
開
業

周
年
を
迎
え
る

こ
と
を
見
据
え
、
沿
線
自
治

体
と
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
用
意
す
る
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同

社
が
鉄
道
で
の
旅
行
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
企
画
。

主
に
ブ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
お
り
、
ブ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト

で
は
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
特
産
品
の
販
売
に
加

え
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
。

ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら
各

地
の
特
産
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場

す
る
ほ
か
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
実
施
。
ビ
ン
ゴ
の
成
績
に

応
じ
て
各
地
の
特
産
品
な
ど

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
同
社
管

轄
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
全

国
各
地
か
ら
観
光
団
体
・
企

業
が
参
加
。同
社
に
よ
る
と
、

参
加
団
体
の
Ｐ
Ｒ
日
時
な
ど

は「
Ｊ
Ｒ
岡
山
支
社
公
式
Ｘ
」

で
後
日
配
信
す
る
。
参
加
団

体
は
以
下
の
通
り
。

　
【
関
東
エ
リ
ア
】
Ｅ
Ａ
Ｓ

Ｔ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
、
東
武
タ

ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

　
【
北
陸
エ
リ
ア
】
北
陸
三

県
誘
客
促
進
連
携
協
議
会
、

立
山
黒
部
貫
光

　
【
近
畿
エ
リ
ア
】
２
０
２

５
年
日
本
国
際
博
覧
会
協

会
、
堺
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
、
神
戸
観
光
局
、
姫

路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ

ュ
ー
ロ
ー
、
和
歌
山
県

　【
中
国
エ
リ
ア
】岡
山
県
、

山
陰
観
光
連
盟
、
山
口
県
観

光
連
盟

　
【
九
州
エ
リ
ア
】
佐
賀
県

観
光
連
盟
、
長
崎
県
観
光
連

盟

「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
と
鉄
道
駅
が
連
絡

す
る
イ
メ
ー
ジ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
４
日
、「
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
」
の
機
体
製
造
を

手
掛
け
る
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ

ｅ（
愛
知
県
豊
田
市
）と
連
携

協
定
を
締
結
し
、
九
州
エ
リ

ア
で
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
を

用
い
た
事
業
可
能
性
の
検
討

を
開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
空
飛
ぶ
ク

ル
マ
の
実
用
化

に
よ
る
誘
客
促

進
、
地
域
活
性

化
な
ど
の
推
進

を
目
的
に
、
事

業
ス
キ
ー
ム
や

導
入
エ
リ
ア
な

ど
に
つ
い
て
両

社
で
具
体
的
な

検
討
を
推
進
す

る
。

　
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
は
、
「
電
動

化
、
自
動
化
と

い
っ
た
航
空
技

術
や
垂
直
離
着

陸
な
ど
の
運
航

形
態
に
よ
っ
て

実
現
さ
れ
る
、

利
用
し
や
す
く

持
続
可
能
な
次
世
代
の
空
の

移
動
手
段
」
と
し
て
定
義
さ

れ
て
い
る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ

ィ
。Ｓ
ｋ
ｙ
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
は
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
機
体
メ
ー

カ
ー
と
し
て
「
日
常
の
移
動

に
空
を
活
用
す
る
」
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
来
年
に
開

催
を
控
え
て
い
る
大
阪
・
関

西
万
博
以
降
、
本
格
的
に
事

業
拡
大
を
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
九
州
も
同

様
に
、
「
安
全
・
安
心
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
軸
に

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
通
じ
て
九
州
の

持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
２
０
３
０
年
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
て
い

る
。

　
今
回
の
連
携
に
よ
り
、
九

州
エ
リ
ア
に
お
け
る
将
来
的

な
ま
ち
づ
く
り
や
沿
線
観
光

地
へ
の
誘
客
を
目
的
に
、
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
の
導
入
に
つ
い

て
詳
細
な
検
討
を
進
め
る
。

九
州
エ
リ
ア
の
開
発
、
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
等
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
領
域

拡
大
、
地
域
課
題
解
決
と
い

っ
た
地
域
創
生
へ
の
貢
献
な

ど
を
行
い
、
先
進
的
で
魅
力

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
開
発
の

可
能
性
を
探
る
。

　
具
体
的
に
は「
展
開
地
域
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
「
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
お
け

る
各
当
事
者
の
役
割
」
「
想

定
さ
れ
る
需
要
と
収
益
予

測
」
の
５
項
目
を
中
心
に
今

後
検
討
を
進
め
る
と
し
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
持
つ
駅
や

商
業
施
設
等
な
ど
を
活
用
し

た
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
運
航
ル
ー

ト
開
設
の
実
現
を
目
指
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、

日
に
開
催

さ
れ
る
、
日
本
三
大
祭
の
一

つ
「
天
神
祭
」
の
船
渡
御

ふ
な
と
ぎ
ょ

・

奉
納
花
火
を
「
供
奉
船

ぐ
ぶ
せ
ん

」
か

ら
観
賞
す
る
ツ
ア
ー
を
こ
の

ほ
ど
発
売
し
た
。供
奉
船
は
、

御
神
霊
に
お
供
す
る
た
め
に

地
車

だ
ん
じ
り

囃
子
や
獅
子
舞
な
ど
祭

関
係
者
が
乗
る
船
で
、
通
常

は
一
般
客
は
乗
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　
船
上
か
ら
、
す
れ
違
う
船

と
船
の
間
で
幾
度
と
な
く
手

打
ち
を
交
わ
す「
大
阪
締
め
」

の
様
子
と
、
真
上
に
上
が
る

約
３
千
発
の
奉
納
花
火
を
楽

し
め
る
。
日
本
語
ガ
イ
ド
と

英
語
通
訳
が
同
行
し
、
天
神

祭
の
歴
史
や
見
ど
こ
ろ
を
解

説
す
る
。
乗
船
中
に
大
阪
の

老
舗
料
亭
監
修
の
弁
当
が
提

供
さ
れ
る
。

　

日
か
ら
３
日
間
の
プ
レ

ミ
ア
ム
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、


日
の
宵
宮
で
の
氏
地
巡
行

う
じ
ち
じ
ゅ
ん
こ
う

を
大
阪
天
満
宮
境
内
の
特
別

観
覧
席
で
観
賞
。

日
に
は

本
宮
祭
・
神
霊
移
御

い
ぎ
ょ

之
儀
を

観
覧
後
、
だ
ん
じ
り
や
獅
子

舞
、
神
輿
な
ど
の
大
行
列
が

大
阪
天
満
宮
境
内
を
出
門
、

迫
力
あ
る
陸
渡
御

り
く
と
ぎ
ょ

を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
５
月
の
旅
行
取
扱
高

は
前
年
同
月
比

・
８
％
増

（
２
０
１
９
年
同
月
比

・

２
％
減
）
と
な
る
２
３
５
億

４
２
１
６
万
円
と
な
っ
た
。

国
内
旅
行
は
、
同

・
７
％

減
（

・
９
％
減
）
の

億

８
９
１
９
万
円
だ
っ
た
。

　
取
扱
高
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
グ

ル
ー
プ
５
社
（
オ
リ
オ
ン
ツ

ア
ー
、
ク
オ
リ
タ
、
ク
ル
ー

ズ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
ジ
ャ
パ
ン

ホ
リ
デ
ー
ト
ラ
ベ
ル
、
エ
イ

チ
・
ア
イ
・
エ
ス
沖
縄
）
の

社
内
取
引
を
相
殺
し
た
旧
会

計
基
準
の
数
字
。

　
国
内
旅
行
は
、
航
空
機
利

用
の
ツ
ア
ー
が
前
年
同
月

比
、

年
同
月
比
で
下
回
っ

た
も
の
の
、
航
空
券
と
ホ
テ

ル
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が

前
年
同
月
比
８
・
１
％
増
と

好
調
に
推
移
し
た
。
方
面
別

で
は
、
引
き
続
き
沖
縄
が
取

扱
高
を
け
ん
引
し
て
お
り
、

中
で
も
宮
古
島
が
Ｇ
Ｗ
チ
ャ

ー
タ
ー
便
の
展
開
を
図
っ
た

こ
と
も
あ
り
、

年
同
月
比

で
２
・
１
％
増
と
な
っ
た
。

　
海
外
旅
行
取
扱
高
は
同


・
６
％
増（

・
５
％
減
）の

１
８
９
億

万
円
。欧
州
、オ

セ
ア
ニ
ア
、
韓
国
は
引
き
続

き
好
調
に
推
移
し
て
い
る
ほ

か
、北
米
、中
南
米
が

年
同

期
比

・
１
％
減
と
回
復
を

み
せ
て
お
り
、
中
で
も
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
は
旺
盛
な
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
需
要
も
あ
り
好
調

に
推
移
し
た
。
ハ
ワ
イ
は
連

休
効
果
が
み
ら
れ
、
グ
ア
ム

は
５
月
１
日
か
ら
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空
に
よ
る
羽
田
発
の

新
規
就
航
や
Ｇ
Ｗ
チ
ャ
ー
タ

ー
便
の
効
果
も
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
先
月
よ
り
良
化
し
た
。

　
訪
日
旅
行
の
取
扱
高
は
、

同

・
１
％
増
（

・
１
％

減
）の

億
５
２
３
５
万
円
。

北
米
や
欧
州
か
ら
の
団
体
旅

行
が
好
調
に
推
移
し
、
取
扱

高
を
け
ん
引
し
た
。
個
人
旅

行
は
、
人
気
の
富
士
山
関
連

の
自
社
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
中
心
に
前
年
同
月
比
で
１

１
３
％
増
と
な
る
な
ど
、
好

調
に
推
移
し
た
。


